
～農作業事故の対面調査から得られた事故防止対策～ 

 停めたトラクターが勝手に動きだし、転落事故やケガに至った事例
がありましたが、駐車ブレーキが確実にかかっていなかったことが原
因の１つでした。 

 トラクター等を駐停車するときは、駐車ブレーキを確実にかける
習慣を身につけましょう。 

駐停車をするときは、駐車ブレーキを確実に！ 

機械作業編 

機械作業を中断するときはエンジン停止！ 

 刈払機の刈刃やトラクターのロータリなど危険な部分に接触する事例
がありましたが、機械での作業を一時中断するときに、エンジンをかけ
たままにしておいたことが原因の１つでした。 

 機械操作を中断するときは必ずエンジンを止める習慣を身につけま
しょう。 

今日もニコニコ

無事カエル！
ストップ！農作業事故！！

 トラクターが転落した事例や回転刃のチップソーで眼を負傷した事 
例がありましたが、ちょっと(の移動、の間)だけだからと、左右ﾌﾞﾚｰｷ 
の連結や、防護メガネを装着しなかったことが原因の１つでした。 

 「ちょっとだけ」でも、危険なものは危険です。常に安全な操作や
装備を心がけましょう。 

「ちょっとだけだから・・・」は危険！ 

ここには、事例に応じた対策を記載していますが、実際に
は、使用する機械や道具の状態、ほ場や農道の状況によっ
て、現場に応じた様々な対応策が考えられます。地域にお
ける農作業事故根絶に向けて、どのような取組がもっとも
効果的か、地域の皆様で継続して検討していきましょう。 
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この他にも農作業安全情報をＨＰに掲載！ 


